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新たな防災気象情報 令和8年5月～ 気象庁・内閣府の資料を基に作成

変更のポイント
警報等にレベルを付記、新たに「危険警報」を創設することで、

とるべき防災行動をより連想しやすくする

情報の発表主体は、警報＝気象庁など 避難情報＝市区町村

警報には上記のほか、大雪警報・暴風警報、暴風雪警報・波浪警報がある



気象防災アドバイザー制度とは 気象庁の資料を基に作成

『気象防災アドバイザー』とは、自治体の防災の現場で即戦力となる者として国土交通大臣が委嘱した
『防災の知見を兼ね備えた気象の専門家』です。自治体に自らのリソースとして活用いただくことで、
気象台では手の届きづらい部分まで、よりきめ細かな支援を期待することができます。
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